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３－２ 交通の考え⽅ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  実現に向けた具体的な施策については、引続き、関係機関と相談・協議を実施予定
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３－２ 交通の考え⽅  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

整備前の葺合南 54 号線

３）歩⾏環境の向上 

 

  

 

施策の⽅向性 

●快適な歩⾏空間の確保 
●地域、エリア間の連携強化 

 

整備前の三宮プラッツ

歩⾏者のための憩い空間の創出
（KOBE パークレット） 

 

歩⾏者中⼼の道路空間へ再配分
（葺合南 54 号線） 

 

都⼼の新たなにぎわい拠点の活⽤
（三宮プラッツ イメージ） 

案内サインを体系的に整備 
（デザインの統⼀、多⾔語対応） 
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３－２ 交通の考え⽅  
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

  

施策の⽅向性 

●公共交通の乗り換え利便性の向上 
●多様な交通⼿段の確保（バスや⾃転

⾞等） 
●公共交通への転換 

４）公共交通など多様な交通⼿段の確保 

様々な移動⼿段による回遊性向上
（コミュニティサイクルの充実） 

 

公共交通による回遊性向上
（循環バス、連節バス等の運⾏） 

 

※ ゾーン内均⼀料⾦制度 
⼀定のエリア内において、鉄道やバス等の公共交通機関の
利⽤料⾦を⼀律にする仕組み 

わかりやすく使いやすい料⾦体系
（ゾーン内均⼀料⾦制度※の導⼊イメージ） 

中・⻑距離バス乗降場の集約 
（新たなバスターミナルの整備イメージ） 
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３－３ 景観の考え⽅ 
  

（１）基本的な考え⽅

２）神⼾らしさを感じる“まちなみ形成“ 
「えき≈まち空間」の周辺には、旧居留地や元町、北野地

区等、特⾊の異なる個性豊かな「まち」が隣接しています。
「まち」への導⼊部として、地域全体の回遊性や魅⼒の向

上を図りつつ、全体として神⼾らしさが感じられるような、
⼀体感のあるまちなみ形成に取り組みます。 

３）暖かみのある“夜間景観” 
神⼾の夜間景観は⽇本を代表する夜景の⼀つで、⼭側や

海側からのダイナミックなパノラマ夜景を望める多くの
視点場を有します。「えき≈まち空間」においても、⼈に⾝
近な部分でのライトアップ等も含め、暖かみのある神⼾ら
しさが夜間も感じられるよう取り組みます。 

１）都市と⾃然が調和する景観 
都市的な建築物と美しい港、緑豊かな六甲⼭系により構成

される⼀体的な景観は、⾃然と都市の活⼒が共存する、神⼾
の代表的な魅⼒の⼀つです。 

「えき≈まち空間」においては、都市部では希少な「緑の
豊かさ」、「⽔際への開放感」を体感できる眺望景観の確保や
視点場の整備、まちなみのコントロールに取り組みます。 

⾃然環境に調和する
都市景観の創出 

旧居留地地区のまちなみ

暖かみのある夜間景観

「えき≈まち空間」は、デザイン都市・神⼾の⽞関⼝であり、訪れる⼈々の活動の拠点です。魅⼒
的で⾵格あるまちなみは、駅前に降り⽴つ⼈、公共空間に集い憩う⼈、建物内から周囲のまちを眺め
る⼈等、「えき≈まち空間」に関わる⼈々の⼼に残り、最終的に都市の評価にも直結する重要な要素の
⼀つです。 

⼈が主役の絵になる背景として、建築物と公共空間の⼀体的な景観のあり⽅を⽰し、まちのにぎわ
いや活気を誘発する景観形成に取り組むことで、神⼾の歴史や⾃然環境を背景とした⽂化の薫りが漂
う、訪れた⼈々の感性に響き、市⺠が誇りに思える景観を創出していきます。 
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「えき≈まち空間」では、公共空間や沿道建築物と、そこを訪れる⼈々が相互に呼応し、調和す
ることで、⾼質で洗練された⼀体的な都市空間を実現するため、景観デザインコードを設定します。
この景観デザインコードは、「公共空間」「建築物」「夜間景観」「屋外広告物」の４つの視点のもと、
「景観形成⽅針」「景観形成基準」「ガイドライン」により構成します。 

なかでも「三宮クロススクエア」では、訪れる⼈々へのおもてなしが感じられる居⼼地の良い 
空間を創出し、新たなにぎわいを呼び込むことができるよう、空間構成やデザインの考え⽅を⽰し
ます。 

（２）景観デザインコードの設定

●遠景、中景、近景に配慮し
た建築物のデザイン 

●沿道の「まち」の個性を踏まえた、ゾーンごとの公共空間デザイン 

●壁⾯線の統⼀と軒線の設定による 
統⼀感のあるまちなみづくり 

●⾼層部のセットバックによる圧迫感の
軽減や空間的な広がりの確保 ●公共空間と沿道建築物

で構成するにぎわい 

＜「三宮クロススクエア」での景観形成イメージ＞ 

●海や⼭、空への⾒通し景観
に配慮したまちなみづくり 

あわせて、沿道の建築物に対して、⼤
規模建築物でも圧迫感を感じさせにく
い壁⾯位置、公共空間と沿道建築物が相
互ににぎわいを呼び込むような構成、神
⼾らしさを感じる⾵格あるデザインの
考え⽅等を⽰します。 

また、暖かみのある夜間景観形成や、
まちなみと調和した屋外広告物のコン
トロールなどに取り組みます。 

公共空間 建 築 物 夜間景観 屋外広告物 

景観デザインコード 
・景観形成⽅針：基準やガイドライン等の前提となるコンセプト 

・景観形成基準：法令に基づく⾏為の制限事項等 

（主に⾏政による運⽤を想定） 

・ガイドライン：基準化になじまない誘導事項等 

（地元協議会と⾏政の連携による運⽤を想定）

３－３ 景観の考え⽅ 
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＜ピロティ空間の活用例＞ 

３－３ 景観の考え⽅ 
  

①壁⾯線の統⼀と軒線の設定による⼀体感のあるまちなみづくり 
「三宮クロススクエア」では、公共空間と建築物相互のにぎわい形成をより密接にし、かつ壁⾯

位置の統⼀を図るため、道路境界線から建築物低中層部の壁⾯までの距離が⼩さくなるように誘導
します。また、⼀体感のあるまちなみの形成と⼤規模建築物による圧迫感の軽減、空間的な広がり
を確保するために、建築物の⾼層部の壁⾯位置や軒線の⾼さを誘導します。 

 ②低層部のにぎわいづくり 
「三宮クロススクエア」と沿道建築物が接する中間領域では、建築物低層部に回廊状のピロティ

を確保するとともに、デザインの連続性を確保する等、道路境界線を意識させない⼀体的な空間を
構成するよう誘導します。あわせて、にぎわいの原動⼒となる⽤途の施設配置や、エリアマネジメ
ントと連携した⼈々のアクティビティを誘導します。 

２）建築物の景観形成⽅針 
⼈々の視界に⼊りやすい⼤規模な建築物等のデザインは、まちを初めて訪れる⼈にとって、地域の

特性やまちの魅⼒を知るための重要な⼿掛かりです。「えき≈まち空間」に⽴地する建築物は、公共空
間と沿道建築物が⼀体的な都市空間を構成することで相互ににぎわいを呼び込むことができるよう、
また⽞関⼝にふさわしい、ゆとりある神⼾らしさが感じられるまちなみを形成するよう誘導します。 

１）公共空間の景観形成⽅針 
「えき≈まち空間」では、以下の⽅針に基づき公共空間の魅⼒創出に取り組みます。なかでも、⾻

格となる「三宮クロススクエア」においては、都市軸としての特性や、沿道の「まち」の多彩な特性
や将来のあり⽅を踏まえた空間デザインを⾏います。 
<⽅針＞ 

空間構成 
・訪れる⼈へのおもてなしが感じられる居⼼地の良い空間 
・沿道の建築計画、エリアマネジメント等を踏まえた空間 
・段階的な整備にも対応できる空間 等

デザイン 
・様々な構成要素（舗装、植栽、照明柱、ベンチ等）の配置やデザインの相互調整 
・利⽤する⼈、周囲のまちなみ、⾃然環境を引き⽴たせるシンプルなデザイン、素材 
・空間の使われ⽅に応じたベンチの配置 等 
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３－３ 景観の考え⽅ 
  

●中間領域におけるデザインの連続性を確保する 
●公共空間に向けた建築物からのにぎわいと、公共空間のにぎわいが連続して呼応することで活⼒のある通りを形成する 

＜「壁面線の統一と軒線の設定による一体感のあるまちなみづくり」「低層部のにぎわいづくり」イメージ＞ 

＜低層部のピロティ空間の特徴と利点＞

・公共的な空間を建築物にも内包す

ることで、「三宮クロススクエア」と

の連携を促進し、一体的なにぎわ

い形成と「まち」の回遊性の向上

・奥行きのある立体的な空間を建築

物低層部に確保し、空間的な豊か

さと風格ある景観を演出 

・日射、降雨からのシェルター機能

により歩行者空間の確保 
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３－３ 景観の考え⽅ 
  
③⾼層部・中層部・低層部のデザイン 

壁⾯の位置や軒線等の共通基準の設定に加え、建築物内部のにぎわいが外部からも感じ取れるよ
う開⼝部を⼤きく確保する、⾵格あるまちなみに調和する穏やかで親しみやすい配⾊や外壁デザイ
ンで構成する等、建築物の⾼層部、中層部、低層部それぞれの部位できめ細やかな景観形成に取り
組みます。 

 
＜⽅針＞ 

⾼層部 

・セットバックによる圧迫感の軽減 
・存在を主張しない軽やかで控えめなデザイン 
・遠景眺望を意識した建築物頂部デザイン 
・海と⼭を望む視点場の設定 等 

中層部 
 

・垂直⽅向を基調とした意匠、彫りの深さ 
・⻑⼤な壁⾯を避ける分節化、デザインの切り替え 
・軒線を積極的に表現するデザイン 
・「えき≈まち空間」を俯瞰できる視点場の設定 等 

低層部 

・公共空間との中間領域を意識したピロティの形成 
・彫りの深い細部まで丁寧なデザイン 
・外部から建築物内部のにぎわいを視認しやすい⼤き

な開⼝部や透過性の素材 
・六甲⼭をイメージさせる御影⽯調や⽊調など、神⼾

らしい素材感 
・適度な明度で低彩度の⾊彩、柔らかな形状や素材感

を活かした深みのある仕上げ 等 

 

④三宮交差点の顔づくり 
三宮交差点は、神⼾の⽞関⼝“三宮”を印象づける新しい顔と

なります。交差点を形成する沿道建築物は、それぞれの「まち」
への⽞関⼝となるため、「三宮クロススクエア」に対しての顔づ
くりや魅⼒的なコーナーデザインの創出等、「えき≈まち空間」
の象徴となるような景観形成に取り組みます。 

・周辺のまちなみとの連続性に留意

・交差点広場に向けて⼈を誘引 

・「三宮クロススクエア」に向
けてエントランスの確保
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３－３ 景観の考え⽅ 
 
３)夜間景観の形成⽅針 

「えき≈まち空間」では、駅前に降り⽴つ⼈、集い憩う⼈を夜間も迎え⼊れる、にぎやかで上品な
光の演出が必要です。おもてなし感あふれる暖かみのある景観が夜間も感じられるよう、夜間景観の
形成に取り組みます。 
＜⽅針＞ 

・建築デザインの個性を活かす照明で、メリハリのある夜間景観 

・ビルトップや軒線のライトアップによる印象的なスカイラインの形成 

・外部に漏れる明かりを意識した建物デザイン 

・暖かみのある⾊温度照明（３０００ケルビン程度） 

・⾼輝度の直接照明や点滅照明を避けた、穏やかな夜間景観 

・公共空間や外構における植栽等のライトアップ 

・公共空間、建築物、外構の照明計画にかかる相互調整 等 
 

４)屋外広告物のコントロール⽅針 
屋外広告物は、まちのにぎわい形成に寄与する重要な景観要素ですが、⼀⽅で景観の阻害要因とな

らないよう、地区や通りの景観特性を意識した設置形態、デザイン、内容とすることで、建築物とあ
わせて魅⼒的な駅前景観の形成に取り組みます。 
＜⽅針＞ 

・建築物と調和する⼤きさ、デザイン 

（屋上広告物、突出広告物等、眺望や視線を遮る形態を避ける） 

・控えめな⾊彩や表⽰内容 

（商品名の強調、直接的な表現を避ける） 

・広告物の集約とデザインの共通化 等       

 

（３）地域との協働と参画による景観づくり 
神⼾では、⻑年にわたりまちづくり活動に取り組んできた市⺠の⽅々が、個性と活⼒ある地域特性

を形作ってきました。 
将来に渡って、神⼾らしい様々な地域の魅⼒をより⾼めるためには、今後計画される建築物や屋外

広告物に関して、⺠間事業者と⾏政の間での調整だけでなく、引き続き地域の⽅々との協働と参画に
よる協議調整が必要です。さらに公共空間についても、その空間を単に利⽤するだけでなく、管理、
活⽤を含めて地域の⽅々とともに調整・整備を進めていくことが、⻑年にわたり使いやすく魅⼒的な
公共空間を維持していくことにもつながります。 

このため、「えき≈まち空間」にかかる様々な空間構成について、
計画段階から完成後の将来形まで、調整の仕組みづくりも含め
て、地域の⽅々との協働と参画による、「えき≈まち空間」の形成
に取り組んでいきます。 
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⼩さなゴールを積み重ねた成功体験型のプロセスづくり 

場所が完成する前から始める活動づくり 

ハードの進捗にあわせた成⻑型の組織づくり 
 

４．「えき≈まち空間」を活かす協働のしくみ 
  （１）「えき≈まち空間」の公共空間の利活⽤・管理運営の考え⽅ 

「えき≈まち空間」を神⼾の⽞関⼝にふさわしいにぎわいのある空間とするためには、その公共
空間をどのように利活⽤、管理運営していくかということが重要となってきます。 

そのため、市⺠、⺠間事業者、⾏政等が連携して良好な環境や価値を維持、向上させるために、
多様な関係者の協働によって、公共空間の利活⽤、管理運営を⾏う「エリアマネジメント」に取り
組みます。 

多様な関係者の協働 提供されるサービスの種類 

エリアマネジ
メント組織 

まちづくり 
協議会 

経済活動団体 市⺠ 

専⾨家 神⼾市 
⺠間事業者 

公共空間の 
利活⽤・ 
管理運営 

環境
防災 
防犯 

ルール
づくり 

広報にぎわい 
(利⽤) 

公共空間
管理 

交通 

■エリアマネジメントのイメージ 

にぎわい（利⽤） 広報・ブランディング

期間誌の発行 

photo credit: Onasill ~ Bill Badzo 

事業（オープンカフェ） 

■エリアマネジメントのサービス例 

デジタルサイネージ

photo credit: Kuranosuke1214 

事業（アーバンピクニック） 

■「えき≈まち空間」でのエリアマネジメントのコンセプト

イベント（フルート 300 人アンサンブル）
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②⺠間開発事業にあわせて、⺠間事業者が公共空間を創出するためのインセンティブの例 
・⺠間開発事業の中でのボイド整備や地下通路やデッキの動線強化に対する補助の検討 
・特定都市再⽣緊急整備地域に関する特例措置  等 

⇒都市計画の特例（都市再⽣特別地区による容積緩和等） 
⇒⺠間都市再⽣事業計画の策定による税制特例・⾦融⽀援

４．「えき≈まち空間」を活かす協働のしくみ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２）⺠間開発事業を促進・誘導する⽅策の具体例 
①建物更新を促進するためのインセンティブの例 

・商業、業務系の建築物に対する容積率の緩和 
・附置義務駐⾞場の⾒直し 
・経済インセンティブの拡充（補助⾦、企業家⽀援等） 等 

１）エリアマネジメントによる⺠間事業の促進・誘導のイメージ 

「三宮クロススクエア」を中⼼とした「えき≈まち空間」の魅⼒アップから 

「えき≈まち空間」
周辺

神⼾市全体 

神⼾の⽞関⼝としての
魅⼒が向上 

周辺エリアへの波及 神⼾市全体での活性化 

『⺠間事業の促進・誘導』 

■エリアマネジメントのサービス例 
交通

photo credit: GORIMON 

巡回バス 

次世代モビリティ 

ルールづくり

広場利用ルールづくり 

photo credit: Melody_Ann_Crespo 

環境・防災・防犯公共空間管理 
景観ルール 

・快適な環境や美しいまちなみの形成による資産価値の保全・増進
・ブランド⼒の形成や安全・安⼼な地域づくり 等 

効果 
(メリット) 

公物管理 

清掃・警備・植栽管理 清掃・警備・植栽管理 

防災訓練 

防犯パトロール 

（２）⺠間事業との協働のしくみ 

官⺠の協働によりスピード感を持って都⼼の再整備を推進していく必要があるため、⺠間事業と
の協働のしくみを⺠間事業者等のご意⾒も伺いながら検討を進めます。 
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「えき≈まち空間」は、公共事業、民間開発事業ともに段階的に進んでいきます。なかでも、「三宮
クロススクエア」については、社会実験や周辺の交通対策を行いながら、徐々に車線を狭め歩道を拡幅
していく等、段階的に進めていく必要があります。 
また、「えき≈まち空間」の実現に向けて、公共事業や民間開発事業について協議・調整する場を設

ける等、官民が連携して推進していく仕組みを検討します。 

「スケジュールイメージ」は、主に公共施設部分を示したものです。今後、関係者と協議・調整の上、変更になる場合があります 

  
  

三 宮   
ク ロ ス   
スクエア   

東   側   
        

西   側   
        

南   側   
        

北   側   
        

その他道路   
[ 葺合南 54 号線等 ]   

        

新たなバスターミナル   
    

  
    

駅前広場   
拡充等   

JR 南駅前広場   
        

JR 東駅前広場   
        

JR 北 駅前広場 ・   
阪急北 駅前広場   

        

阪急 西駅前広場   
        

歩行者動線等整備   
（デッキ等）   

        

ボイド（三宮交差点ほか）   
        

景観デザイン コード   
        

公共空間の利活用及び   
運営管理   

    
  

    

  

平成 30 年 3 月   

計画、設計、整備   

  

  

計画、設計、整備   

  

策定   

社会実験、 車線減少・   
歩道拡幅による段階整備   

社会実験、 車線減少・歩道拡幅による段階整備   

社会実験、 車線減少・歩道拡幅   
による 段階整備   

社会実験、 車線減少・歩道拡幅   
による段階整備   

計画、設計、整備   

計画、設計、整備   

  

社会実験   

エリアマネジメント    
組織の立ち上げ   

  
  

準備組織 
の立ち上 
げ ・ 仕組 
みの構築   

Ⅰ期整備   

順次   計画、設計、整備   

駅前広場や新たな バスターミナル に   
あわせて 整備   

ボイドの位置・   インセンティブ 
等の検討   

  第３段階   第２段階   

Ⅱ期整備   
Ⅲ期以降   将来需要を見ながら   具体化を検討   

民間施設の開発にあわせて随時整備   

民間施設の 整備に伴う ボイド整備   

運用   

「三宮クロススクエア」の部分的運用   
  

全体運用   
  

［ スケジュール イメージ ］   
第１段階 

「スケジュールイメージ」は、主に公共施設部分を示したものです。今後、関係者と協議・調整の上、変更になる場合があります。 
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第３段階 

第２段階 

    第１段階 




